
除染テントにおける活動展開

※除染シャワーの使用時は耐水性の防護衣を着用する。

　訓練時は救急処置室対応要員も除染テント活動をアシストする

　１処理ごとに手袋の交換

後処理

放射能汚染の有無と判定：外回り放射線技師が測定

除染テントの収納

除染テント等が汚染していた場合は事業所に引渡し管理してもらう

救急車到着

患者に声かけ、反応確認

救急連絡情報の受け取り

バイタルチェック（血圧、脈拍、サチュレーション）

心肺蘇生等緊急医療措置が必要

全身のクイックサーベイ

汚染部位の計測

既知の汚染部位以外の汚染

温水シャワーによる除染

除染効果判定

除染テントでの対応終了、救急処置室へ

放射能汚染検査記録票記載

救急処置室搬送
医療処置実施

汚染部位は拡大防護措置が
なされているのでその上から
計測し養生ははずさない

有

無

外回り要員が記録

追加除染必要

追加除染必要なし

無

有

既知の部分以外に汚染がない
かクイックサーベイ

医師がクイックサーベイを要請
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バイタルチェック部分の
クイックサーベイ

血圧計、ライン確保域、手指部
分前胸部等をクイックサーベイ

医師がクイックサーベイを要請
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